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日
本
に
お
い
て
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
誕
生
や
成
長
を
支
え
る

仕
組
み
づ
く
り
は
い
か
に
可
能
か
。

戦
後
の
京
都
に
お
け
る
事
例
か
ら
、

地
域
の
歴
史
や
風
土
に
根
ざ
し
た

起
業
・
創
業
支
援
の
シ
ス
テ
ム
を

「
再
起
動
」し
て
ゆ
く
た
め
の
道
筋
を
探
る
。

高
度
経
済
成
長
期

「
ベン
チ
ャ
ー
」の
都
・
京
都
で
は

何
が
起
こって
い
た
の
か

日
本
流

起
業
エコ
シ
ス
テ
ム
を

考
え
る

奥
田 

浩
二

高
度
経
済
成
長
期
前
後
の
京
都
に
お
け
る
次

の
３
つ
の
事
例
を
通
じ
て
、
日
本
の
エ
コ
シ

ス
テ
ム
の
源
泉
を
探
る
こ
と
を
試
み
る
。
こ

の
時
期
は
、
今
日
の
日
本
を
代
表
す
る
企
業

が
京
都
か
ら
多
く
生
ま
れ
た
時
期
で
あ
る
。

な
お
、
以
下
で
は
起
業
時
点
に
焦
点
を
絞
る

た
め
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
起
業
部
分
を
「
起

業
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
言
葉
で
表
す
こ

と
と
す
る
。

・
堀
場
雅
夫
の
起
業

・
稲
盛
和
夫
の
起
業

・
京
都
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ

メ
ン
ト
（
以
下
、Ｋ
Ｅ
Ｄ
）
の
設
立
（
＊
５
）

と
活
動

　
堀
場
雅
夫
は
分
析
・
測
定
シ
ス
テ
ム
の
製

造
販
売
を
行
う
堀
場
製
作
所
の
設
立
者
で
あ

る
。
京
都
帝
国
大
学
（
当
時
）
在
学
中
に
堀

場
無
線
研
究
所
を
設
立
（
１
９
４
５
年
）。

京
都
大
学
な
ど
か
ら
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の

仕
事
や
測
定
器
の
製
作
・
修
理
を
受
注
し
た
。

そ
の
後
コ
ン
デ
ン
サ
の
製
作
を
経
て
㏗
メ
ー

タ
を
開
発
し
、
１
９
５
３
年
に
株
式
会
社
堀

場
製
作
所
を
設
立
し
た
。
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ

ー
の
草
分
け
的
企
業
で
あ
る
。
こ
の
堀
場
製

作
所
設
立
の
背
景
に
は
、
京
都
の
経
営
者
の

存
在
が
あ
る
。
堀
場
自
身
並
び
に
父
親
（
当

時
京
都
大
学
教
授
）
と
と
も
に
、
京
都
の
経

営
者
６
人
が
出
資
し
た
の
だ
。
さ
ら
に
、
６

人
の
う
ち
３
人
が
経
営
陣
と
し
て
参
加
し
た

（Chart 1

）。
３
人
は
、
出
資
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
経
営
者
教
育
を
行
う
と
と
も
に
、

銀
行
信
用
な
ど
を
行
う
役
割
を
果
た
し
た

（
＊
６
）。

　
こ
の
３
人
に
対
し
て
、
堀
場
は
後
に
次
の

よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
こ
の
三
人
が
本
当
に
厳
し
か
っ
た
。
毎
月
、

損
益
計
算
書
と
貸
借
対
照
表
を
提
出
さ
せ
ら

れ
、
今
月
利
益
が
出
れ
ば
来
月
の
予
想
は
ど

う
な
ん
や
と
問
い
詰
め
ら
れ
る
。
徹
底
的
に

や
ら
れ
、
そ
れ
に
耐
え
た
。
そ
れ
が
な
か
っ

た
ら
、
今
の
僕
は
な
い
」（
＊
７
）

　
技
術
は
堀
場
製
作
所
の
重
要
な
要
素
で
あ

る
が
、
こ
の
発
言
に
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
会

社
経
営
の
礎
構
築
に
は
、
社
外
か
ら
参
加
し

た
経
営
陣
が
大
き
く
貢
献
し
た
。

　
堀
場
は
、
１
９
７
８
年
に
社
長
を
退
任
す

る
が
、
そ
の
後
は
全
国
の
起
業
家
育
成
な
ど

に
力
を
注
い
だ
。

　
稲
盛
和
夫
は
京
セ
ラ
（
＊
８
）
の
設
立
に

中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
、
そ
の
後
３
代
目

の
社
長
と
な
っ
た
。
京
セ
ラ
は
、
フ
ァ
イ
ン

セ
ラ
ミ
ッ
ク
の
専
門
メ
ー
カ
と
し
て
立
ち
上

が
り
、
そ
の
後
電
子
デ
バ
イ
ス
や
情
報
・
通

信
機
器
等
に
事
業
を
拡
大
し
た
。
稲
盛
は
、

鹿
児
島
県
立
大
学
卒
業
後
、
１
９
５
５
年
に

京
都
の
送
電
線
が
い碍 

し子
メ
ー
カ
で
あ
る
松
風
工

業
株
式
会
社
に
入
社
。
従
来
の
碍
子
で
は
な

　
国
民
経
済
が
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、

経
済
発
展
の
た
め
の
エ
ン
ジ
ン
が
駆
動
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
エ
ン
ジ
ン
と
し
て

重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
は
起
業
活
動
で
あ

る
（
＊
１
）。

　
起
業
活
動
、
特
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
立

ち
上
げ
は
、
国
策
の
な
か
で
も
重
視
さ
れ
て

い
る
。
日
本
経
済
再
生
本
部
に
よ
る
「
ベ
ン

チ
ャ
ー
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
２
０
」（
以
下
、

「
２
０
２
０
」）（
＊
２
）
で
は
、「『
希
望
を

生
み
出
す
強
い
経
済
』
の
成
否
は
、
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
に
か
か
っ
て
い
る
」
と
し
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
を
そ
の
担
い
手
と
位
置
付
け
て

い
る
。
そ
し
て
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
生
み

出
し
、成
長
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は「
ベ

ン
チ
ャ
ー
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」（
以
下
、
エ

コ
シ
ス
テ
ム
）
の
構
築
が
重
要
だ
と
述
べ
て

い
る
。こ
こ
で
言
う
エ
コ
シ
ス
テ
ム
と
は「
起

業
家
、
既
存
企
業
、
大
学
、
研
究
機
関
、
金

融
機
関
、
公
的
機
関
等
の
構
成
主
体
が
共
存

共
栄
し
、
企
業
の
創
出
、
成
長
、
成
熟
、
再

生
の
過
程
が
循
環
す
る
仕
組
み
（
生
態
系
）」

で
あ
る
（
＊
３
）。

　
こ
の
よ
う
な
仕
組
み
の
構
築
で
目
標
と
さ

れ
る
の
は
米
国
、
特
に
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で

あ
る
。
筆
者
は
、
本
誌
１
１
１
号
・
１
１
２

号
や
学
術
論
文
誌
に
お
い
て
先
進
事
例
の
特

徴
を
分
析
し
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
日
本
の

現
状
に
則
し
た
仕
組
み
が
実
現
で
き
る
か
に

つ
い
て
考
察
し
て
き
た
（
＊
４
）。

　
先
進
事
例
の
分
析
は
重
要
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
の
と
き
に
日
本
ら
し
さ
を
き
ち
ん
と

評
価
し
て
お
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

10
）。

　
稲
盛
は
１
９
８
３
年
に
盛
友
塾
（
現
在
の

盛
和
塾
）
を
立
ち
上
げ
（
＊
11
）、
全
国
の

中
小
企
業
経
営
者
を
支
援
す
る
活
動
な
ど
を

展
開
し
て
い
る
。

　
Ｋ
Ｅ
Ｄ
は
、
京
都
経
済
同
友
会
（
＊
12
）

が
中
心
と
な
り
、
設
立
し
た
日
本
初
（
＊

13
）
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
で
あ
る
。

設
立
の
き
っ
か
け
は
、
１
９
７
１
年
11
月
の

ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
調
査
を
目
的
と
し

た
ボ
ス
ト
ン
訪
問
（
＊
14
）
で
あ
る
。
こ
の

ボ
ス
ト
ン
訪
問
団
は
伊
勢
藤
工
業
（
現
・
イ

セ
ト
ー
）
社
長
を
団
長
と
し
、
ワ
コ
ー
ル
、

立
石
電
機
、
村
田
機
械
、
堀
場
製
作
所
な
ど

京
都
で
成
長
し
た
多
く
の
企
業
が
参
加
し
た
。

Ｋ
Ｅ
Ｄ
は
１
９
７
２
年
11
月
に
設
立
さ
れ
、

立
石
一
真
（
立
石
電
機
、
現
・
オ
ム
ロ
ン
の

設
立
者
）
が
社
長
に
就
任
し
た
。
事
業
の
目

的
は
「
知
識
集
約
化
に
よ
っ
て
能
力
発
揮
を

は
か
る
企
業
を
開
発
し
、
そ
の
群
生
的
な
成

長
を
京
都
の
地
に
も
た
ら
す
」
こ
と
で
あ
っ

た
（
＊
15
）。

　
Ｋ
Ｅ
Ｄ
は
、
１
９
７
３
年
に
永
守
重
信
が

設
立
し
た
日
本
電
産
株
式
会
社
の
成
長
を
支

援
し
た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。
１
９
７
４
年

に
５
０
０
万
円
を
融
資
し
（
投
資
だ
け
で
は

な
く
融
資
も
行
っ
て
い
た
）、
そ
れ
が
日
本

電
産
に
対
す
る
信
用
に
も
つ
な
が
り
、
新
工

場
の
建
設
を
後
押
し
し
、
同
社
の
そ
の
後
の

成
長
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
（
＊
16
）。

　
か
な
り
駆
け
足
で
は
あ
っ
た
が
、
３
つ
の

事
例
を
紹
介
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
例
が
意
味

す
る
こ
と
を
考
え
て
み
よ
う
（Chart 3

）。

　
ま
ず
、
各
事
例
を
個
別
に
み
る
と
、
地
域

の
企
業
（
家
）
が
起
業
の
孵
化
器
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
資
金
提
供
、
信
用

供
与
、
経
営
者
教
育
の
観
点
か
ら
起
業
家
を

支
援
す
る
と
い
う
仕
組
み
が
共
通
し
て
存
在

し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
次
に
、
１
９
５
０
年
代
と
１
９
７
０
年
代

の
仕
組
み
の
関
係
を
見
て
み
よ
う
。
以
下
で

は
、
各
時
代
（
年
代
）
間
の
因
果
を
探
り
、

そ
こ
に
内
包
さ
れ
る
物
語
を
読
み
解
く
こ
と

を
「
動
的
」
分
析
、
前
述
の
よ
う
に
各
時
代

（
年
代
）
内
の
状
況
を
読
み
解
く
こ
と
を

「
静
的
」
分
析
と
い
う
言
葉
で
表
す
。

　
１
９
５
０
年
代
と
１
９
７
０
年
代
を
動
的

に
み
る
と
、
１
９
７
０
年
代
に
は
、
戦
後
に

成
長
を
遂
げ
た
企
業
家
が
起
業
家
支
援
に
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
れ
は
そ
の

地
域
で
成
長
し
た
企
業
が
、
地
域
の
資
産
と

な
る
と
い
う
質
的
変
化
で
あ
る
。
そ
の
意
味

で
、
１
９
５
０
年
代
と
１
９
７
０
年
代
は
つ

な
が
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
企
業
家

は
、
当
時
日
本
で
新
た
に
出
現
し
つ
つ
あ
っ

た
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
い
う
も

の
に
注
目
し
、
米
国
訪
問
を
契
機
と
し
て
日

本
初
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
設
立
と

い
う
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
し
た
。
こ
れ

は
、
単
に
外
国
の
仕
組
み
を
輸
入
し
た
も
の

で
は
な
く
、
当
時
の
企
業
家
た
ち
の
問
題
意

識
と
社
会
状
況
と
の
「
す
り
合
わ
せ
」
の
結

果
で
あ
る
。「
す
り
合
わ
せ
」
と
は
、
も
の

づ
く
り
に
関
連
し
て
よ
く
用
い
ら
れ
る
言
葉

（
＊
17
）
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
地
域
の

資
産
と
社
会
の
各
要
素
を
全
体
最
適
の
観
点

か
ら
関
係
付
け
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
つ
ま
り
、
１
９
７
０
年
代
の
仕
組
み
は
、

即
席
的
に
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
過
去

か
ら
蓄
積
さ
れ
た
資
産
（
そ
の
地
域
で
成
長

し
た
企
業
）
と
当
時
の
社
会
と
の
関
係
性
の

も
と
に
構
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
＊
18
）。

こ
の
意
味
で
、Chart 3

全
体
が
、
企
業
の

創
出
、
成
長
の
過
程
が
循
環
す
る
起
業
エ
コ

シ
ス
テ
ム
と
呼
べ
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
事
例
は
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
対
し
、
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
い
る
。

そ
れ
は
、
長
期
的
な
視
点
の
重
要
性
で
あ
る
。

言
い
換
え
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
足
元
に
ど
の

よ
う
な
資
産
が
過
去
か
ら
蓄
積
さ
れ
て
い
る

の
か
を
知
り
、
そ
れ
を
活
用
す
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
は
短
期
的
に
外
部
の
仕
組
み
を
導

入
し
よ
う
と
い
う
方
法
と
は
対
極
に
立
つ
考

え
方
で
あ
る
。

　
前
項
で
示
し
た
仕
組
み
は
、
も
ち
ろ
ん
ま

く
、
特
殊
磁
器
の
開
発
に
従
事
す
る
。
当
時

普
及
し
は
じ
め
た
テ
レ
ビ
の
ブ
ラ
ウ
ン
管
に

使
用
さ
れ
る
絶
縁
用
セ
ラ
ミ
ッ
ク
製
品
の
開

発
な
ど
で
成
果
を
あ
げ
る
も
、
上
司
と
の
関

係
等
に
よ
り
１
９
５
８
年
に
退
社
。
こ
の
と

き
、
上
司
で
あ
っ
た
青
山
政
次
を
は
じ
め
、

稲
盛
を
含
む
８
人
が
誓
詞
血
判
状
を
も
っ
て

退
社
し
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
そ
し
て
、

翌
年
の
１
９
５
９
年
に
京
セ
ラ
を
設
立
す
る
。

こ
の
設
立
に
協
力
し
た
の
が
、
京
都
の
宮
木

電
機
製
作
所
で
あ
る
。
宮
木
電
機
製
作
所
の

宮
木
お
と男 

や也
や
西
枝
い
ち一 

え江
ら
は
、
出
資
を
行
う

と
と
も
に
会
社
役
員
と
し
て
京
セ
ラ
の
立
ち

上
げ
に
協
力
し
た
。
設
立
当
時
、
京
セ
ラ
の

本
社
工
場
は
宮
木
電
機
か
ら
の
間
借
り
で
あ

っ
た
（
＊
９
）（Chart 2

）。

　
こ
こ
で
も
、
宮
木
ら
は
出
資
だ
け
で
は
な

く
、
例
え
ば
西
枝
は
、
経
営
者
教
育
を
す
る

と
と
も
に
、
設
備
購
入
費
や
当
初
の
運
転
資

金
に
必
要
と
な
る
資
金
借
入
れ
の
際
に
、
家

屋
敷
を
抵
当
に
入
れ
る
な
ど
を
行
っ
た
（
＊

　
例
え
ば
、「
２
０
２
０
」
で
は
、
日
本
に

お
い
て
エ
コ
シ
ス
テ
ム
は
実
在
す
る
か
、
と

い
う
問
い
に
「
残
念
な
が
ら
、
答
え
は
否
で

あ
る
」
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
を
わ
れ
わ

れ
は
そ
の
ま
ま
納
得
す
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。

過
去
に
も
現
在
に
も
そ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

は
存
在
し
な
い
と
す
る
の
な
ら
、
こ
れ
ま
で

の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
は
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
、

成
長
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
逆
に
、
も
し
、
過

去
に
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
何
ら
か
の
理
由

で
機
能
し
な
く
な
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
今
日

の
世
の
中
に
「
再
起
動
」
さ
せ
て
い
く
こ
と

も
考
え
る
べ
き
だ
。い
や
、む
し
ろ
そ
の
方
が
、

日
本
の
土
壌
に
合
致
し
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援

が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
な
考
え
に
基
づ
き
、
本
稿
で
は
、

だ
仮
説
の
段
階
で
あ
る
。
さ
ら
に
検
討
す
べ

き
項
目
は
多
く
残
っ
て
い
る
。

　
ま
ず
、
今
回
は
企
業
を
中
心
に
分
析
を
行

っ
た
が
、
地
域
で
起
業
を
支
援
す
る
主
体
と

し
て
は
、「
大
学（
知
識
、智
恵
の
源
）」や「
行

政（
地
域
産
業
政
策
）」、「
お
客
さ
ま
」も
あ
る
。

さ
ら
に
は
、
地
域
独
自
の
「
文
化
・
歴
史
」

な
ど
も
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
（
＊

19
）。
そ
の
よ
う
な
も
の
を
複
合
的
に
勘
案

し
つ
つ
、
さ
ら
に
時
代
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
静
的
な

事
例
分
析
の
積
み
上
げ
で
あ
る
。

　
次
に
、
時
代
間
を
動
的
に
分
析
し
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
。
今
日
の
日
本
に
は
、
過
去

か
ら
蓄
積
さ
れ
た
資
産
（
＊
20
）
が
地
層
の

よ
う
に
積
み
重
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
多
く

は
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
。
時
代
の
横
軸
分

析
と
し
て
の
静
的
分
析
と
、
縦
軸
分
析
と
し

て
の
動
的
分
析
を
駆
使
し
て
資
産
を
探
し
、

掘
り
起
こ
し
て
い
く
。
時
代
は
江
戸
時
代
以

前
に
も
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。

例
え
ば
、
永
く
事
業
を
続
け
て
い
る
老
舗
に

は
、家
訓
に
代
表
さ
れ
る
独
特
の
価
値
観（
一

例
と
し
て
、
１
７
１
７
年
創
業
の
大
丸
で
は
、

１
７
３
６
年
に
全
店
に
布
告
し
た
店
是
「
先

義
後
利
」
を
今
日
の
経
営
理
念
と
し
て
継
承

し
て
い
る
）（
＊
21
）
が
あ
る
。
そ
れ
ら
と

事
業
の
持
続
性
と
の
関
係
も
探
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
分
析
を
通
じ
て
日
本
（
の
地

域
）
に
眠
る
資
産
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
ら

と
今
日
の
社
会
と
を
「
す
り
合
わ
せ
る
」
こ

と
に
よ
っ
て
日
本
流
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
て
い
く
（Chart 4

）。
目
指
す
の
は
、

日
本
の
特
徴
を
ふ
ん
だ
ん
に
活
用
し
た
、
日

本
な
ら
で
は
の
起
業
や
創
業
を
「
再
起
動
」

す
る
仕
組
み
で
あ
る
。
今
後
、
そ
の
よ
う
な

「
再
起
動
」
の
道
筋
を
探
っ
て
い
く
。

は
じ
め
に

起
業
エコ
シ
ス
テ
ム
の

源
泉
を
探
る
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堀
場
雅
夫
の
起
業

〜
１
９
５
０
年
代
前
半
〜

1

稲
盛
和
夫
の
起
業

〜
１
９
５
０
年
代
後
半
〜

2

堀場製作所設立時の
役員構成と出資金

Chart 1

代表取締役 堀場雅夫
常務取締役 上田 惇
取締役（非常勤） 大澤善夫（大澤商会会長）
取締役（非常勤） 石川芳次郎（京福電鉄社長）
監査役（＊） 高木 耿

堀場雅夫  10万円
堀場新吉（父親）  30万円
京都の経営者  60万円
 大澤善夫 10万円
 石川芳次郎 10万円
 高木 耿 10万円
 他3人 30万円

内訳

〈役員構成〉

〈出資金〉

京セラ設立時の
役員構成と出資金

Chart 2

代表取締役社長 宮木男也（宮木電機製作所社長）
取締役専務 青山政次
取締役技術部長 稲盛和夫
取締役 西枝一江（宮木電機製作所専務）
監査役 野村秀雄（宮木電機製作所経理部長）

宮木男也    60万円
西枝一江    40万円
交川 有    30万円
他5人    70万円
技術出資（＊）  100万円
 青山政次   35万円
 稲盛和夫   30万円
 他7人   35万円

内訳

〈役員構成〉

〈出資金〉

（＊）非常勤かどうかは不明。
『「おもしろおかしく25年」─株式会社堀場製作所25年のあゆ
み』（1978年、堀場製作所）、『京都企業の実力─効率を求めな
い独創経営のしたたかさ』（財部誠一著、2015年、実業之日本社）
に基づき作成

（＊）「技術出資」とは、現金ではなく技術を提供するという意味である。
『果てしない未来への挑戦─京セラ 心の経営40年』（京セラ40周
年社史編纂委員会編、2000年、京セラ）、『ある少年の夢─稲盛
和夫 創業の原点（改訂版）』（加藤勝美著、2004年［初版1979年］、
出版文化社）に基づき作成
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高
度
経
済
成
長
期
前
後
の
京
都
に
お
け
る
次

の
３
つ
の
事
例
を
通
じ
て
、
日
本
の
エ
コ
シ

ス
テ
ム
の
源
泉
を
探
る
こ
と
を
試
み
る
。
こ

の
時
期
は
、
今
日
の
日
本
を
代
表
す
る
企
業

が
京
都
か
ら
多
く
生
ま
れ
た
時
期
で
あ
る
。

な
お
、
以
下
で
は
起
業
時
点
に
焦
点
を
絞
る

た
め
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
起
業
部
分
を
「
起

業
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
言
葉
で
表
す
こ

と
と
す
る
。

・
堀
場
雅
夫
の
起
業

・
稲
盛
和
夫
の
起
業

・
京
都
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ

メ
ン
ト
（
以
下
、Ｋ
Ｅ
Ｄ
）
の
設
立
（
＊
５
）

と
活
動

　
堀
場
雅
夫
は
分
析
・
測
定
シ
ス
テ
ム
の
製

造
販
売
を
行
う
堀
場
製
作
所
の
設
立
者
で
あ

る
。
京
都
帝
国
大
学
（
当
時
）
在
学
中
に
堀

場
無
線
研
究
所
を
設
立
（
１
９
４
５
年
）。

京
都
大
学
な
ど
か
ら
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の

仕
事
や
測
定
器
の
製
作
・
修
理
を
受
注
し
た
。

そ
の
後
コ
ン
デ
ン
サ
の
製
作
を
経
て
㏗
メ
ー

タ
を
開
発
し
、
１
９
５
３
年
に
株
式
会
社
堀

場
製
作
所
を
設
立
し
た
。
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ

ー
の
草
分
け
的
企
業
で
あ
る
。
こ
の
堀
場
製

作
所
設
立
の
背
景
に
は
、
京
都
の
経
営
者
の

存
在
が
あ
る
。
堀
場
自
身
並
び
に
父
親
（
当

時
京
都
大
学
教
授
）
と
と
も
に
、
京
都
の
経

営
者
６
人
が
出
資
し
た
の
だ
。
さ
ら
に
、
６

人
の
う
ち
３
人
が
経
営
陣
と
し
て
参
加
し
た

（Chart 1

）。
３
人
は
、
出
資
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
経
営
者
教
育
を
行
う
と
と
も
に
、

銀
行
信
用
な
ど
を
行
う
役
割
を
果
た
し
た

（
＊
６
）。

　
こ
の
３
人
に
対
し
て
、
堀
場
は
後
に
次
の

よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
こ
の
三
人
が
本
当
に
厳
し
か
っ
た
。
毎
月
、

損
益
計
算
書
と
貸
借
対
照
表
を
提
出
さ
せ
ら

れ
、
今
月
利
益
が
出
れ
ば
来
月
の
予
想
は
ど

う
な
ん
や
と
問
い
詰
め
ら
れ
る
。
徹
底
的
に

や
ら
れ
、
そ
れ
に
耐
え
た
。
そ
れ
が
な
か
っ

た
ら
、
今
の
僕
は
な
い
」（
＊
７
）

　
技
術
は
堀
場
製
作
所
の
重
要
な
要
素
で
あ

る
が
、
こ
の
発
言
に
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
会

社
経
営
の
礎
構
築
に
は
、
社
外
か
ら
参
加
し

た
経
営
陣
が
大
き
く
貢
献
し
た
。

　
堀
場
は
、
１
９
７
８
年
に
社
長
を
退
任
す

る
が
、
そ
の
後
は
全
国
の
起
業
家
育
成
な
ど

に
力
を
注
い
だ
。

　
稲
盛
和
夫
は
京
セ
ラ
（
＊
８
）
の
設
立
に

中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
、
そ
の
後
３
代
目

の
社
長
と
な
っ
た
。
京
セ
ラ
は
、
フ
ァ
イ
ン

セ
ラ
ミ
ッ
ク
の
専
門
メ
ー
カ
と
し
て
立
ち
上

が
り
、
そ
の
後
電
子
デ
バ
イ
ス
や
情
報
・
通

信
機
器
等
に
事
業
を
拡
大
し
た
。
稲
盛
は
、

鹿
児
島
県
立
大
学
卒
業
後
、
１
９
５
５
年
に

京
都
の
送
電
線
が
い碍 

し子
メ
ー
カ
で
あ
る
松
風
工

業
株
式
会
社
に
入
社
。
従
来
の
碍
子
で
は
な

　
国
民
経
済
が
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、

経
済
発
展
の
た
め
の
エ
ン
ジ
ン
が
駆
動
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
エ
ン
ジ
ン
と
し
て

重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
は
起
業
活
動
で
あ

る
（
＊
１
）。

　
起
業
活
動
、
特
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
立

ち
上
げ
は
、
国
策
の
な
か
で
も
重
視
さ
れ
て

い
る
。
日
本
経
済
再
生
本
部
に
よ
る
「
ベ
ン

チ
ャ
ー
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
２
０
」（
以
下
、

「
２
０
２
０
」）（
＊
２
）
で
は
、「『
希
望
を

生
み
出
す
強
い
経
済
』
の
成
否
は
、
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
に
か
か
っ
て
い
る
」
と
し
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
を
そ
の
担
い
手
と
位
置
付
け
て

い
る
。
そ
し
て
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
生
み

出
し
、成
長
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は「
ベ

ン
チ
ャ
ー
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」（
以
下
、
エ

コ
シ
ス
テ
ム
）
の
構
築
が
重
要
だ
と
述
べ
て

い
る
。こ
こ
で
言
う
エ
コ
シ
ス
テ
ム
と
は「
起

業
家
、
既
存
企
業
、
大
学
、
研
究
機
関
、
金

融
機
関
、
公
的
機
関
等
の
構
成
主
体
が
共
存

共
栄
し
、
企
業
の
創
出
、
成
長
、
成
熟
、
再

生
の
過
程
が
循
環
す
る
仕
組
み
（
生
態
系
）」

で
あ
る
（
＊
３
）。

　
こ
の
よ
う
な
仕
組
み
の
構
築
で
目
標
と
さ

れ
る
の
は
米
国
、
特
に
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で

あ
る
。
筆
者
は
、
本
誌
１
１
１
号
・
１
１
２

号
や
学
術
論
文
誌
に
お
い
て
先
進
事
例
の
特

徴
を
分
析
し
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
日
本
の

現
状
に
則
し
た
仕
組
み
が
実
現
で
き
る
か
に

つ
い
て
考
察
し
て
き
た
（
＊
４
）。

　
先
進
事
例
の
分
析
は
重
要
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
の
と
き
に
日
本
ら
し
さ
を
き
ち
ん
と

評
価
し
て
お
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

10
）。

　
稲
盛
は
１
９
８
３
年
に
盛
友
塾
（
現
在
の

盛
和
塾
）
を
立
ち
上
げ
（
＊
11
）、
全
国
の

中
小
企
業
経
営
者
を
支
援
す
る
活
動
な
ど
を

展
開
し
て
い
る
。

　
Ｋ
Ｅ
Ｄ
は
、
京
都
経
済
同
友
会
（
＊
12
）

が
中
心
と
な
り
、
設
立
し
た
日
本
初
（
＊

13
）
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
で
あ
る
。

設
立
の
き
っ
か
け
は
、
１
９
７
１
年
11
月
の

ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
調
査
を
目
的
と
し

た
ボ
ス
ト
ン
訪
問
（
＊
14
）
で
あ
る
。
こ
の

ボ
ス
ト
ン
訪
問
団
は
伊
勢
藤
工
業
（
現
・
イ

セ
ト
ー
）
社
長
を
団
長
と
し
、
ワ
コ
ー
ル
、

立
石
電
機
、
村
田
機
械
、
堀
場
製
作
所
な
ど

京
都
で
成
長
し
た
多
く
の
企
業
が
参
加
し
た
。

Ｋ
Ｅ
Ｄ
は
１
９
７
２
年
11
月
に
設
立
さ
れ
、

立
石
一
真
（
立
石
電
機
、
現
・
オ
ム
ロ
ン
の

設
立
者
）
が
社
長
に
就
任
し
た
。
事
業
の
目

的
は
「
知
識
集
約
化
に
よ
っ
て
能
力
発
揮
を

は
か
る
企
業
を
開
発
し
、
そ
の
群
生
的
な
成

長
を
京
都
の
地
に
も
た
ら
す
」
こ
と
で
あ
っ

た
（
＊
15
）。

　
Ｋ
Ｅ
Ｄ
は
、
１
９
７
３
年
に
永
守
重
信
が

設
立
し
た
日
本
電
産
株
式
会
社
の
成
長
を
支

援
し
た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。
１
９
７
４
年

に
５
０
０
万
円
を
融
資
し
（
投
資
だ
け
で
は

な
く
融
資
も
行
っ
て
い
た
）、
そ
れ
が
日
本

電
産
に
対
す
る
信
用
に
も
つ
な
が
り
、
新
工

場
の
建
設
を
後
押
し
し
、
同
社
の
そ
の
後
の

成
長
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
（
＊
16
）。

　
か
な
り
駆
け
足
で
は
あ
っ
た
が
、
３
つ
の

事
例
を
紹
介
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
例
が
意
味

す
る
こ
と
を
考
え
て
み
よ
う
（Chart 3

）。

　
ま
ず
、
各
事
例
を
個
別
に
み
る
と
、
地
域

の
企
業
（
家
）
が
起
業
の
孵
化
器
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
資
金
提
供
、
信
用

供
与
、
経
営
者
教
育
の
観
点
か
ら
起
業
家
を

支
援
す
る
と
い
う
仕
組
み
が
共
通
し
て
存
在

し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
次
に
、
１
９
５
０
年
代
と
１
９
７
０
年
代

の
仕
組
み
の
関
係
を
見
て
み
よ
う
。
以
下
で

は
、
各
時
代
（
年
代
）
間
の
因
果
を
探
り
、

そ
こ
に
内
包
さ
れ
る
物
語
を
読
み
解
く
こ
と

を
「
動
的
」
分
析
、
前
述
の
よ
う
に
各
時
代

（
年
代
）
内
の
状
況
を
読
み
解
く
こ
と
を

「
静
的
」
分
析
と
い
う
言
葉
で
表
す
。

　
１
９
５
０
年
代
と
１
９
７
０
年
代
を
動
的

に
み
る
と
、
１
９
７
０
年
代
に
は
、
戦
後
に

成
長
を
遂
げ
た
企
業
家
が
起
業
家
支
援
に
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
れ
は
そ
の

地
域
で
成
長
し
た
企
業
が
、
地
域
の
資
産
と

な
る
と
い
う
質
的
変
化
で
あ
る
。
そ
の
意
味

で
、
１
９
５
０
年
代
と
１
９
７
０
年
代
は
つ

な
が
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
企
業
家

は
、
当
時
日
本
で
新
た
に
出
現
し
つ
つ
あ
っ

た
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
い
う
も

の
に
注
目
し
、
米
国
訪
問
を
契
機
と
し
て
日

本
初
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
設
立
と

い
う
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
し
た
。
こ
れ

は
、
単
に
外
国
の
仕
組
み
を
輸
入
し
た
も
の

で
は
な
く
、
当
時
の
企
業
家
た
ち
の
問
題
意

識
と
社
会
状
況
と
の
「
す
り
合
わ
せ
」
の
結

果
で
あ
る
。「
す
り
合
わ
せ
」
と
は
、
も
の

づ
く
り
に
関
連
し
て
よ
く
用
い
ら
れ
る
言
葉

（
＊
17
）
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
地
域
の

資
産
と
社
会
の
各
要
素
を
全
体
最
適
の
観
点

か
ら
関
係
付
け
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
つ
ま
り
、
１
９
７
０
年
代
の
仕
組
み
は
、

即
席
的
に
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
過
去

か
ら
蓄
積
さ
れ
た
資
産
（
そ
の
地
域
で
成
長

し
た
企
業
）
と
当
時
の
社
会
と
の
関
係
性
の

も
と
に
構
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
＊
18
）。

こ
の
意
味
で
、Chart 3

全
体
が
、
企
業
の

創
出
、
成
長
の
過
程
が
循
環
す
る
起
業
エ
コ

シ
ス
テ
ム
と
呼
べ
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
事
例
は
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
対
し
、
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
い
る
。

そ
れ
は
、
長
期
的
な
視
点
の
重
要
性
で
あ
る
。

言
い
換
え
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
足
元
に
ど
の

よ
う
な
資
産
が
過
去
か
ら
蓄
積
さ
れ
て
い
る

の
か
を
知
り
、
そ
れ
を
活
用
す
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
は
短
期
的
に
外
部
の
仕
組
み
を
導

入
し
よ
う
と
い
う
方
法
と
は
対
極
に
立
つ
考

え
方
で
あ
る
。

　
前
項
で
示
し
た
仕
組
み
は
、
も
ち
ろ
ん
ま

く
、
特
殊
磁
器
の
開
発
に
従
事
す
る
。
当
時

普
及
し
は
じ
め
た
テ
レ
ビ
の
ブ
ラ
ウ
ン
管
に

使
用
さ
れ
る
絶
縁
用
セ
ラ
ミ
ッ
ク
製
品
の
開

発
な
ど
で
成
果
を
あ
げ
る
も
、
上
司
と
の
関

係
等
に
よ
り
１
９
５
８
年
に
退
社
。
こ
の
と

き
、
上
司
で
あ
っ
た
青
山
政
次
を
は
じ
め
、

稲
盛
を
含
む
８
人
が
誓
詞
血
判
状
を
も
っ
て

退
社
し
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
そ
し
て
、

翌
年
の
１
９
５
９
年
に
京
セ
ラ
を
設
立
す
る
。

こ
の
設
立
に
協
力
し
た
の
が
、
京
都
の
宮
木

電
機
製
作
所
で
あ
る
。
宮
木
電
機
製
作
所
の

宮
木
お
と男 

や也
や
西
枝
い
ち一 

え江
ら
は
、
出
資
を
行
う

と
と
も
に
会
社
役
員
と
し
て
京
セ
ラ
の
立
ち

上
げ
に
協
力
し
た
。
設
立
当
時
、
京
セ
ラ
の

本
社
工
場
は
宮
木
電
機
か
ら
の
間
借
り
で
あ

っ
た
（
＊
９
）（Chart 2

）。

　
こ
こ
で
も
、
宮
木
ら
は
出
資
だ
け
で
は
な

く
、
例
え
ば
西
枝
は
、
経
営
者
教
育
を
す
る

と
と
も
に
、
設
備
購
入
費
や
当
初
の
運
転
資

金
に
必
要
と
な
る
資
金
借
入
れ
の
際
に
、
家

屋
敷
を
抵
当
に
入
れ
る
な
ど
を
行
っ
た
（
＊

　
例
え
ば
、「
２
０
２
０
」
で
は
、
日
本
に

お
い
て
エ
コ
シ
ス
テ
ム
は
実
在
す
る
か
、
と

い
う
問
い
に
「
残
念
な
が
ら
、
答
え
は
否
で

あ
る
」
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
を
わ
れ
わ

れ
は
そ
の
ま
ま
納
得
す
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。

過
去
に
も
現
在
に
も
そ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

は
存
在
し
な
い
と
す
る
の
な
ら
、
こ
れ
ま
で

の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
は
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
、

成
長
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
逆
に
、
も
し
、
過

去
に
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
何
ら
か
の
理
由

で
機
能
し
な
く
な
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
今
日

の
世
の
中
に
「
再
起
動
」
さ
せ
て
い
く
こ
と

も
考
え
る
べ
き
だ
。い
や
、む
し
ろ
そ
の
方
が
、

日
本
の
土
壌
に
合
致
し
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援

が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
な
考
え
に
基
づ
き
、
本
稿
で
は
、

だ
仮
説
の
段
階
で
あ
る
。
さ
ら
に
検
討
す
べ

き
項
目
は
多
く
残
っ
て
い
る
。

　
ま
ず
、
今
回
は
企
業
を
中
心
に
分
析
を
行

っ
た
が
、
地
域
で
起
業
を
支
援
す
る
主
体
と

し
て
は
、「
大
学（
知
識
、智
恵
の
源
）」や「
行

政（
地
域
産
業
政
策
）」、「
お
客
さ
ま
」も
あ
る
。

さ
ら
に
は
、
地
域
独
自
の
「
文
化
・
歴
史
」

な
ど
も
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
（
＊

19
）。
そ
の
よ
う
な
も
の
を
複
合
的
に
勘
案

し
つ
つ
、
さ
ら
に
時
代
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
静
的
な

事
例
分
析
の
積
み
上
げ
で
あ
る
。

　
次
に
、
時
代
間
を
動
的
に
分
析
し
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
。
今
日
の
日
本
に
は
、
過
去

か
ら
蓄
積
さ
れ
た
資
産
（
＊
20
）
が
地
層
の

よ
う
に
積
み
重
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
多
く

は
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
。
時
代
の
横
軸
分

析
と
し
て
の
静
的
分
析
と
、
縦
軸
分
析
と
し

て
の
動
的
分
析
を
駆
使
し
て
資
産
を
探
し
、

掘
り
起
こ
し
て
い
く
。
時
代
は
江
戸
時
代
以

前
に
も
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。

例
え
ば
、
永
く
事
業
を
続
け
て
い
る
老
舗
に

は
、家
訓
に
代
表
さ
れ
る
独
特
の
価
値
観（
一

例
と
し
て
、
１
７
１
７
年
創
業
の
大
丸
で
は
、

１
７
３
６
年
に
全
店
に
布
告
し
た
店
是
「
先

義
後
利
」
を
今
日
の
経
営
理
念
と
し
て
継
承

し
て
い
る
）（
＊
21
）
が
あ
る
。
そ
れ
ら
と

事
業
の
持
続
性
と
の
関
係
も
探
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
分
析
を
通
じ
て
日
本
（
の
地

域
）
に
眠
る
資
産
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
ら

と
今
日
の
社
会
と
を
「
す
り
合
わ
せ
る
」
こ

と
に
よ
っ
て
日
本
流
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
て
い
く
（Chart 4

）。
目
指
す
の
は
、

日
本
の
特
徴
を
ふ
ん
だ
ん
に
活
用
し
た
、
日

本
な
ら
で
は
の
起
業
や
創
業
を
「
再
起
動
」

す
る
仕
組
み
で
あ
る
。
今
後
、
そ
の
よ
う
な

「
再
起
動
」
の
道
筋
を
探
っ
て
い
く
。

Ｋ
Ｅ
Ｄ
の
設
立
と
活
動

〜
１
９
７
０
年
代
〜

3

事
例
か
ら
読
み
解
く

起
業
エコ
シ
ス
テ
ム

日
本
流
エコ
シ
ス
テ
ム
の

「
再
起
動
」
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